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はじめに

　市立旭川病院は，診療科２５科，病床数４７８床を有する市内有数の公

的医療機関として，令和２年度では入院で延べ約１０万人，外来で約２１

万人の患者を診療し，地域医療の提供に大きな役割を果たしています。

　近年，医療を取り巻く環境は大きく変動しており，人口減少や医師不足

に加え，医療費の抑制を目標とした政策のもと，病院から在宅での治療へ

と体制づくりが進められており，病院経営にとっては厳しい状況となって

います。

　さらには，新型コロナウイルス感染症の影響などもあり，当院において

も患者数が大きく減少するなど，難しい経営状況が続いています。

　そのような中でも，当院の基本理念と基本方針の精神に則り，市民の皆

様が安心して暮らすことができるよう，質の高い医療の提供に向け，職員

一同努力を続けています。

　この冊子は，令和２年度の決算内容を中心に作成しましたが，当院の経

営状況のほか，当院の役割や取組なども合わせて，ご理解いただければ幸

いです。

【市立病院の基本理念と基本方針】

《基本理念》

患者さん中心の医療を行い，市民から信頼され

る病院を目指します。

《基本方針》

１高度医療を担い，安全で質の高い医療を提供します。

２地域の病院・診療所と連携し，地域医療の向上に努めます。

３救急医療を担い，市民に安心な医療を提供します。

４公共性を確保し，健全な病院経営に努めます。

５教育研修を充実し，人材育成に努めます。
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Ⅰ 市立旭川病院はどんなところ？

１ どんな病院なの？

　市立旭川病院は昭和５年に旭川市立診療所として開設され，昨年で９０年

を迎えました。これまで，道北一円の基幹病院の一つとして，旭川市民をは

じめ広く道民の方々の体の治療や心のケアのため，良質で安全な医療サービ

スを提供しています。

（１）地域がん診療連携拠点病院として

　循環器・消化器領域をはじめとした各診療科において，高度先進医療を提

供しており，がん治療においては，治療の三本柱である，手術・化学療法・

放射線治療を行っています。特に，消化管がんの精密診断と最新の内視鏡治

療を積極的に行っているほか，手術支援ロボット「ダヴィンチ」や放射線治

療機器など，最新の医療器械を導入することで，高度医療の提供と地域医療

の質の向上に努めています。

手術支援ロボット「ダヴィンチ」

令和２年７月から，手術支援ロボット「ダヴィンチ」が新しい機種になり

ました。

これまで当院では，泌尿器科での前立腺がんや腎臓がん等の手術に使用し

ておりましたが，今後は，胃，直腸がんをはじめとする外科の手術でも活用

していく予定です。
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（２）地域における医療連携体制について

　地域でより良い医療を提供するためには，近隣の医療機関と役割を分担し

協力し合うことが必要です。当院では，地域にある２００以上の医療機関に

登録医として協力してもらい，連携体制を構築しているほか，患者さんの病

気や障害に関する様々な不安や困りごとに対し，医療福祉相談体制を整えて

います。

（３）感染症指定医療機関として

　当院は，感染症指定医療機関として，状況に応じて一般診療の制限をしな

がら，新型コロナウイルス感染症患者を受け入れているほか，感染が疑われ

る患者さんへの診察・検査を行う発熱外来を実施しています。

　そのほか，民間の病院では実施が難しい感染症医療や救急医療といった不

採算医療を担うなど，公立病院としての使命を果たしながら，市民から信頼

される病院を目指しています。

放射線治療機器「リニアック」

コンピュータ制御で治療部位に放射線を的確に照射することで，侵襲性が

低く患者負担が少ない治療が可能です。
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　当院は，SARSやMERS，新

型コロナウイルスなど，感染力

や重篤性の観点から危険性が高

いとされる第二種感染症患者を

受け入れることができる感染症

病棟を有しています。

　令和２年度は，新型コロナウ

イルス感染症拡大に対応するた

め，感染症病棟の拡充に着手し

ており，新たに「感染症セン

ター」として受け入れ体制を強

化していきます。

（令和３年度完成予定）

２ どんな特色があるの？

　各クリニックで行っていた準

夜間帯（19時～22時）の小児

診療を，平成26年度から当院で

センター化し，地域の医療機関

の負担を軽減するとともに，受

診者の利便性を図っています。

　精神科病棟100床を有する総

合病院として，身体の病状を抱

えた精神疾患の患者さんに，精

神科以外の診療科と連携して治

療に当たっています。

　重症患者を休日・夜間を問わ

ず24時間体制でケアするため，

市内の5病院で当番制により診

療を実施。当院は，その一つの

病院として役割を果たしていま

す。

   旭川市医師会で運営していた

夜間急病センターを平成30年度

から当院で運営することによ

り，夜間の一次救急を担い，い

つでも医療を受けられる体制づ

くりに貢献しています。

感染症指定
医療機関

道北で唯一の感染症病棟

を保有

小児一
次救急

準夜間帯の小児診療のため，

市立病院をセンター化

精神科 市内の多くの身体合併症

患者を引受け

夜間急病
センター

２４時間３６５日，医療

を提供

２次救急 輪番５病院の一つとして

救急車を受入れ
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１ 令和２年度の決算は？

【予算と決算】

※予算額は，当初予算額・補正予算額の合計額です。

※資本的収支における支出の増減は，翌年度に繰り越して支出する額２億２,３８１万円を除いています。

【年度末資金】

前年度末資金残高

△9億２,856万円

当年度資金収支

11億4,067万円

当年度末資金残高

△３億３,７９２万円１７億６,１９９万円

2億1,211万円

１４億１,６２９万円１７億７,７４３万円

３億３,４７３万円 １３億９,２９１万円

△３億７,５５２万円

６億８,２６６万円

差引 △３億２,２４８万円 △３億４,５７０万円

資
本
的
収
支

２０億９,９９１万円

△３億６,１１４万円収入
借入金など

支出
医療器械の購入など

Ⅱ 市立旭川病院の経営状況はどうなの？

差引

収
益
的
収
支

予算額（A） 決算額（B）

　当院では，主に医療の提供に係る収入と支出をまとめた「収益的収支」

と，医療器械の購入や借入金などの投資に係る「資本的収支」に分けて収

支状況を管理しています。

　収益的収支では，１３億９,２９１万円の黒字となりましたが，資本的収

支では，借入金の返済などにより，３億４,５７０万円の赤字となりまし

た。

　収益的収支と資本的収支を合計し，前年度からの繰り越しを合計した結

果，年度末資金は２億１,２１１万円のプラスとなっています。

増減（B－A）

収入
入院収益など

支出
給与費・薬品費など

１２９億１,９１７万円１２２億３,６５１万円

１１５億２,６２６万円１１９億１７８万円
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２ 医療の提供による収支はどうだったの？

【収入】

【支出】

減価償却費等 ５億２,０４６万円 建物や医療器械などの使用に伴う資産価値減少分です。

支払利息 ２,００９万円 借入金の返済利子です。

研究研修費 ２,８２１万円
医療の質を保つために必要な医師・看護師・薬剤師等の
研修費などです。

材料費 ２９億１,０７４万円 診療に使用する薬品や診療材料などの購入費です。

経費 １８億４,０７７万円
建物・医療器械の維持管理費や患者さんの給食や窓口業
務の委託料などです。

その他 ３億４,５６８万円 新型コロナウイルス感染症対応慰労金などです。

支出合計 １１５億２,６２６万円

項目 支出額 説明

給与費 ５８億６,０３１万円 職員の人件費です。

減価償却費等に見合う補助金収入などです。

新型コロナウイルス感染症対応慰労金などです。

収入合計 １２９億１,９１７万円

５億８,９９２万円

３億９,５１８万円

長期前受金戻入

その他

新型コロナウイルス感染症対応に関する補助金などです。

　当院は，主に診療による収入により経営を行っていますが，公立病院の役

割の一つである不採算医療や新型コロナウイルス感染症への対応について

は，北海道や旭川市などから補助金の交付を受けています。

　費用については，主に医師・看護師・薬剤師等の人件費のほか，薬品など

の購入費，建物や医療器械の維持管理費に支出しています。

収入額

９３億２,９９６万円 入院や外来での医療行為に係る収入です。

医療の提供にかかわる収支決算（収益的収支）

項目

医業収益

説明

２６億４１１万円負担金・補助金
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３ 器械の購入などの設備投資はどうだったの？

【収入】

【支出】

※収入と支出の差額３億４,５７０万円については，一時借入金等で補っています。

医療器械等を整備するための借入金です。４億９,８４０万円企業債

説明収入額項目

　当院は，日々進歩する医療技術に対応し，高度な医療ニーズに応えるた

め，医療器械の整備・更新を毎年度行っています。

　医療器械は高額なものも多く，器械が古くなるとメンテナンスや修理に多

額の費用がかかるため，計画的に更新を進めていくことが必要となります。

　令和２年度は，新型コロナウイルス感染症対策のためのPCR検査装置の

購入，心臓の検査で使用する核医学検査装置の更新などを行いました。

設備投資にかかわる収支決算（資本的収支）

支出合計 １７億６,１９９万円

一般会計負担金 ７億２,８７６万円 借入金返済等のための旭川市の負担金です。

建物

企業債償還金

投資 ７２０万円 看護師等奨学金の貸付金です。

８億５,３４７万円 借入金の返済元金です。

２億８,６４６万円 建物の工事費です。

２,０１９万円 医療器械のリース費用です。リース債務支払額

器械備品 ５億９,４６７万円 医療器械の購入費です。

項目 支出額 説明

建設改良費 ９億１３２万円

収入合計 １４億１,６２９万円

補助金 １億８,９１３万円 医療器械等を整備するための補助金です。
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４ 令和２年度は経営改善に向けて，
　　　　　　　　　　　どんなことに取り組んだの？

　診療費の支払手段として，スマー
トフォンによるモバイル決済を導入
し，患者さんの利便性向上に努めま
した。

　新型コロナウイルス感染症へ対応
しながら地域の医療需要に応えるた
め，国や道からの補助金等を活用
し，医療体制や器械等の整備充実を
図るとともに，医療技術・サービス
の向上に努めました。

　神経内科医１名，腎臓内科医１
名，産婦人科医３名をそれぞれ当院
へ迎え入れたことで，診療等による
収益収入増を実現しました。

　救急車の搬入について，人員に限
りがある中でも，可能な限り受け入
れるよう努め，地域の救急医療に貢
献しました。

　今後の財務状況を踏まえ，平成
３０年１１月から令和２年１０月ま
での２年間，当院独自で職員の給与
削減を実施しました。

　地域医療を支える当院の機能充実
を図るため，医療機器整備事業を創
設し，ふるさと納税による寄付の受
付を開始しました。

①各診療科医師の確保

③断らない救急

効果額 ＋２億２,７００万円 効果額 ＋３,１００万円

②給与削減

⑥ふるさと納税の開始

効果額 ＋２０億２,３００万円

⑤コロナ関連補助金等の活用

④モバイル決済の導入

効果額 ＋２,０００万円

受入件数 ２,１５９件 決済件数 １,１６１件
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５ 経営状況の推移はどうなの？

　一般家庭でいう貯金額等に相当す

る資金残高は，最近の厳しい経営状

況から大きく減少しておりました

が，新型コロナウイルス感染症に当

院が一丸となって取り組んだ結果な

どにより，プラスに転じることがで

きました。

　強固な経営基盤の構築に向け，引

き続き改善に努めます。

医業収益の推移

資金残高の推移

延べ患者数の推移

   令和２年度は入院と外来を合わせ

て年間約３１万人の患者さんの診療

に当たりましたが，人口減少などの

影響で患者数は減少傾向にありま

す。

　特に新型コロナウイルス感染症の

影響により，令和２年度の患者数は

令和元年度と比較して約2.６万人の

減少となりました。

　令和２年度は，新型コロナウイル

ス感染症の影響により患者数が減少

したため，診療による収入は減少し

ました。

　市民にとって必要な医療を提供す

るためには，安定した運営が必要な

ため，健全な経営に向けて改善に努

める必要があります。
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